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日本 政 府 も15億 米 ドル (18

00億 円 )の 無 償 援 助 を約 束

した。 上 下 水 道 の復 興 は最

重要 課 題 の一 つ で あ った。

200的 三■月 の米 国 fラ ク

特 別 査 察 チ ーム の発 表 に よ

る と 「136の 上 下 水 道 復 興

プ ロジ ェク トの 内、完 成 し

て い るの は49で あ り、 60%

以 上 のプ ロジ ェク トは中止

ま た は、保 目 さ れ て い る」

と、 他 の復 興 プ ロジ ェク ト

に比 べ水 関係 の復 興 の低 さ

が 目立 って い る。 因 み に電

力 関 係 の 復 興 は425プ ロ ジ

ェク ト中、 約 300カ 所 は 復

興 済 み で あ る。

米 軍 侵攻 前 に は、 イ ラ ク

国 内 で 140の 浄 水 場 が 稼 働

し、 十~日 30慨石工五フ」荘局の 飲

料 水 を供 給 して いた。 また

バ ク ダ ッ ト周辺 で は、 3カ

所 の 下 水 処 理 場 で 380万 人

分 の 汚 水 を 処 理 し て い た

が 、現 在 処 理 が 出来 な い た

め 四分 の一 の汚水 はチ グ リ

ス川 にダ ン ピング され て い

る。 維 持 管 理 費 用 の少 な さ

も問題 で あ る。 例 え ば 1990

年 か ら 1996年 まで、 上 下 水

道 維 持 管 理 の た め に、約 120

億 円使 わ れ て い たが 、 現 在

わ ず か 10億 円程 度 しか使 わ

れ て い な い。

安 全 で な い飲 料 水 供 給 や

徳 生 状 態 が 悪 い た め に、 全

国 で水 由来 の病 気 、 特 に コ

レラが発 生 し、 多 くの子 供

達 の命 が奪 われ て い る。

ユ ニ セづ和ま2 0 0 3 年よ り/ J ヽ

型 水 処理 装 置 の稼 働 の為 、

発 電 機 や塩 素 ガ ス ボ ンベ、

硫 酸 バ ン ド等 の救 援 活 動 や

水 の浄化 剤 35万 ラ人分 を提 供

し続 けて い るが正三に 「焼 しナ

石 に水 」 状 態 で あ り、 本 格

的 な処 理 場 の復 興 が望 まれ

て い る。 復 興 が進 まな い原

因 は、 治安 の悪 さ で あ り、

また復 興 資 金 の大 半 が セ キ

ュ リテ ィ関係 に費 や され て

(Y)

● イラクの 水 環 境 は、今 どう

なっているか ?

サ ダ ム ・フセ イ ン に有 罪

判 決 が下 され 、 また米 国 で

けまブ ッシ ュ政 権 が 中 間選 挙

で敗 】ヒし、 国際 的 に もイ ラ

ク 問題 の見 直 しが検 討 され

て い る。 米 兵 の死 傷 数 の み

が報 告 され 、 水 関連 の情 報

は聞 こえ て こな い。 イ ラ ク

の水 環 境 は、 今 どうな って

い る の か 焦 点 を 当 て て み

る。

2003年 3月 に イ ラ ク に侵

攻 した米 軍 は圧 倒 的 な軍 事

力 を背景 に首 都 バ ク ダ ッ ト

を陥落 、 同年 9月 に勝 利 宣

言 を行 い、暫 定 統 治機 構 を

樹 立 した。 米 国政 府 は直 ち

にイ ラ ク復 興 資 金 と して45

ビ リオ ン米 ドル (約 5)&4

千 億 円 )を 投 入 す る と発 表 、


